























A. V-着 zhe （1）
B. 在 zai-V （2）
C. S呢 ne。 （3）
しかしながら，実際の用例を観察すると，次の形式が対応する場合や，














　（1） a. 妈妈站在窗口，向我挥着手。 （常用词：959）
   （お母さんが窓辺に立って，私に手を振っている。）
  b. 老师今天穿着一件红上衣。 （常用词：959）






  b. 早上我正在洗澡的时候，有人打电话来。
（朝ちょうどお風呂に入っているときに，誰かが電話をかけてき
た。）



























































































  b. シテイル形しか持たないもの：
ばかげている，優れている，変わっている，など

























































































































































 （22）a. 他穿着大衣　＜結果＞　　　　b. 他脱着大衣　＜進行＞
   （彼はコートを着ている）　　　　（彼はコートを脱いでいる）
 （23）a. 他留着胡子　＜結果＞　　　　b. 他刮着胡子　＜進行＞






















































































 （29）a. 小李，你去不去打球？ （李さん，球技をしに行きませんか？）



















   （トイレに入ってますよ。あとでまた電話して。）
 （33） A：你出来一下可以吗？（ちょっと出て来れない ?）


























































































 （36） a. 私はずっと彼を待っていた。
  b. 我一直等着他。
 （37） a. 私は彼を３時間待った。
  b. 我等了他三个小时。／ * 我等着他三个小时。
（ 103 ）
 （38）（猫の死体を発見して）
  a. 猫が死んでる。 
















































































  J. 「あれ？この子，どうして * 泣いた／泣いている の？」
  
 
C. “哟，这孩子怎么 哭了 / * 哭着 呢？”
日本語のアスペクト形式の対立においては，当該の動作とその前後の動作
が，継起的であるか，同時的であるかが重視されている。すなわち，基準時
と出来事時などといった，少なくとも二つの時点の時間軸における相対的先
後関係が重視されている。これに対して中国語では，その動作の存在が話の
進行上前面に押し出すべきものなのか（“了”），背景的なのか（“着”），前景
的な動作である場合は，限界点（開始限界や終了限界）が視野に含まれるか
（“了”），含まれないか（“在”），などが形式選択上より重要視されている。
４．まとめ
日本語では，継続相が習慣的動作を表す場合があるが，中国語の習慣的動
作は通常無標の動詞が用いられ，アスペクト標識を用いてはならない。
中国語において，アスペクト対立を持たない静態動詞は，日本語のそれよ
りも広範囲にわたる。
中国語では文脈によって，動詞が無標の形で継続相を表すことがあるが，
日本語のアスペクト形式選択は義務的である。
日本語のアスペクト対立は出来事時と設定時の関係，すなわち時間軸にお
ける話し手の視点と出来事の相対的位置関係を重視する。これに対して，中
国語のアスペクト対立は出来事の形状や情報的価値を重視しており，中国語
のアスペクト形式選択における視点や主観性は，出来事のどの形状の部分
を，どの距離から切り取るかという点に現れる。
（ 107 ）
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